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[ 教 育 長 ] 

[ 橋 本 委 員 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 田 制 課 長 ] 

 

 

 

[ 教 育 長 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．開 会 

それでは、令和６年１１月度の定例教育委員会を開催いたします。 

２．報告事項をお願いします。報告事項（１）「秋の文化財一斉公開」について、事務局より

報告願います。文化財課。 

２．報 告 事 項 

（１）「秋の文化財一斉公開」について 

 資料１をご覧ください。文化財課では、八幡市内の社寺等が例年実施しております、秋の

文化財一斉公開にあわせ、市が所有しております八角堂堂内の特別公開を実施いたします。

今週末の２３日土曜日、２４日日曜日の午前１０時から午後３時までの予定でございます。 

ただ今の報告事項につきまして、委員よりご質問等はございませんか。 

感想までですが、とても素敵なパンフレットを作られて本当にいいなと、パッと見て行き

たくなるなと思います。これは駅等色んなところところに配布されているんですね。 

今日、学校訪問の中でさくら小学校に行かせていただいた時に、図書室に歴史たんけん八

幡という本がずらっと並んでいて、あれとこれとを合わせてぜひ小学校の授業の中でも活用

してほしいなと。八幡に住みながら、まだまだ知らない方がたくさんいらっしゃると思いま

す。素敵な取り組みをされていて京都新聞等にも出ていましたけれど、広く色んなところに

広報していただくことがあると街の活性化に繋がると思いましたし、どれぐらいの部数を印

刷されているのか分かりませんけれど、郷土の歴史を学ぶ学年だけでも配られたらより八幡

の方が「じゃあ足を運んでみようか」なんて思いになるかと思います。 

私も何年か前に正法寺に寄せていただいた時に、同志社のボランティアの方がずっと説明

してくださって、意味の大切さとかを深く知ったと思いますし、素敵な場所がたくさんある

ので、今後地元の小学生が八幡にこんなお宝があるんだということを知るきっかけ、歴史た

んけん八幡とともに学んで、小学生から広めていくのも大事な取り組みかなと思いました。

また今後、ご検討をよろしくお願いします。 

他にご質問等はございませんか。 

私も同じような意見になりますが、ここに挙げられているように非常にたくさんの貴重な

歴史的文化遺産が八幡市にはあります。地元民の認知度も充分でないところもありますけれ

ど、全国的にもこれだけ素晴らしい人を、近くまで来られている方をこちらまで足を運んで

いただく、おそらくいろいろと検討・努力されているということも知っておりますが、特別

公開で２３日・２４日あるだけということで、いつでも選ばれて訪れられるそういう場所で

はないと思いますので、なかなか難しい課題があると思いますが事前に予約された場合はこ

ういうふうなことができる、いくつか兼ね合わせて訪問することができると、こういう辺り

をいろいろな調整が大変かと思いますけれど、その辺が可能になるような工夫ができたらな

と思います。よろしくお願いいたします。 

八角堂の公開につきましては、秋の文化財一斉公開の時以外でも申込制で受け付けており

ます。５人以上の団体で申し込みをしていただき、文化財課と日程調整をさせていただきま

して、随時中の方を見ていただけるように公開しております。他の寺社とは連携はしており

ません。 

八角堂は文化財課の職員が２日間とも休日出勤をしていただいてお世話になりますけれ

ど、どうぞよろしくお願いいたします。 

余談ですが、飛行神社の方では八幡浜市の物産展がございます。中学生交流で大変お世話

になっておりますので、もしよろしければ委員の皆様にもお買い求めいただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

他にご質問等はございませんか。 

次に（２）「２０２４八幡市民マラソン大会の参加状況について」、事務局より報告願いま

す。生涯学習課。 

（２）「２０２４八幡市民マラソン大会の参加状況について」 
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[ 辻󠄀 課 長 ] 

 

 

 

 

[ 教 育 長 ] 

[ 狩 野 委 員 ] 

 

 

 

 

 

 

[ 辻󠄀 課 長 ] 

 

[ 教 育 長 ] 

 

 

 

 

[ 山 口 主 幹 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 教 育 長 ] 

 

 

[ 全 委 員 ] 

[ 教 育 長 ] 

 

 

 

 

[ 狩 野 委 員 ] 

 

 

 

 

 

 

２０２４八幡市民マラソン大会の参加状況についてご報告申し上げます。資料２をご覧い

ただきたく存じます。 

来る１２月１日に八幡市民マラソン大会を開催いたします。この大会は八幡市民スポーツ

公園をスタート、ゴールとして毎年開催しているもので、今年は全体で１，７６５人の申込

があり、うち八幡市民の方が８５８人という状況となっております。以上、報告いたします。 

ただ今の報告事項につきまして、委員よりご質問等はございませんか。 

市外からも９０７名の方がマラソンに参加されるということで、本当にたくさんの方がご

利用してくれるのは嬉しいことかなと思います。去年と比べて人数の比較等も教えていただ

けたらありがたいです。 

私的に樟葉のスポーツジムに行ってるんですがそこにもパンフレットが置いてあって、そ

れを手に取ってらっしゃる方がいらっしゃったので、思わず後ろから「参加してくださいね」

と言いそうになったんです。毎年、色んな方の力をお借りしてできている大会かと思います

ので、今年もいい天気で進められたらと願っております。 

２０２３年の申込者数が１，５７０人で、今回１，７６５人ですので１９５人増加となっ

ております。 

 他にご質問等はございませんか。ないようでありますので、これにて報告事項を終結いた

します。次に、３．議題に入らせていただきます。（１）「八幡市立教育集会所条例の一部を

改正する条例案について」、を議題といたします。事務局より説明願います。こども未来課。 

３．議 題（協議事項） 

（１）八幡市立教育集会所条例の一部を改正する条例案について 

 お手元の資料３をご覧ください。資料３は八幡市議会第４回定例会に提出予定の改正条例

の議案書及び改正内容の新旧対照表をお配りしています。 

 条例改正の経緯と改正内容です。府道八幡田辺線道路整備事業での道路整備に伴い、二階

堂区が使用する都集会所（自治会の集会所）の移転が必要となりました。その代替施設とし

て、現在使用していない都教育集会所の建物を二階堂区に提供したいと考えています。 

現在建物は使用していませんが、条例上で教育集会所としての位置付けは残っています。

今後、二階堂区が集会所として使用するにあたっては、教育集会所とは違う用途で使用する

ことになりますので、その位置付けを廃止しようとするものです。 

 改正条例案では、八幡市立教育集会所条例における「都教育集会所」の文言を削除すると

ともに、八幡市公の施設の設置及び管理に関する条例にも「教育施設」として一覧に残って

いますので、併せて削除することとしています。実際の改正内容は新旧対照表をご覧くださ

い。以上のとおりですので、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 ただ今の説明につきまして、委員よりご質問等はございせんか。 

 ないようでありますので、議題１につきましてお諮りいたします。議題１につきまして原

案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

 異議なし。 

異議なしと認め、議題（１）「八幡市立教育集会所条例の一部を改正する条例案について」

は原案のとおり決定します。これにて、議題を終結いたします。 

次に、４．その他に入らせていただきます。本日の、「園・学校訪問について」のご意見は

ございますか。 

４．その他 

本日は、さくら小学校と男山中学校に訪問させていただきました。さくら小学校で校長先

生のお話を伺う中で、あいさつをとても大切にしているということで人として基本的なこと

なので、校長先生が子どもたちの中に定着させようと一生懸命になられている姿には感銘を

受けました。そのお話の中でやっと今、３割程度が朝あいさつができるようになってきたと

いう現状を聞かせていただきまして、小学生ってもっとあいさつをすると思っておりました。 

特に外でしなくても学校の中ではするのかなと思ってましたので、とても意外でした。人

と人とが関わる機会が色んな所で薄れてきて、あいさつができない状態にどんどんなってき
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[ 教 育 長 ] 

[ 佐 野 委 員 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 教 育 長 ] 

ているのかななんてことも、ちょっと危惧した次第です。もし他の学校等で現状をご存知で

したら園も含めて教えていただけたらありがたいなと思います。 

 私の前任の中学校で言いますと、感覚的には６割・７割の子があいさつをすると思います

が、やっぱり小学校を上がってきたての中学校１年生はあまりできないというか恥ずかしさ

が先に出ているのかなと思います。やはり部活動で先輩・後輩という感じで接していく中で、

あいさつしようというのが増えていくと考えております。 

 園の方も毎朝、園長か園長補佐あるいは職員が門で立つようにして、必ずおはようと声を

掛けています。恥ずかしくてそのまま入る子もいますが、重ねていくことであいさつをする

ようになっていったり、お母さんの方も意識して「ほら、先生が言ってくれてるよ」と言っ

てくださったりするので、ずっと言うことが大事だなという認識はしていますので、あいさ

つはしています。 

 私が現場におりました時は、あいさつはして当然というような感じでした。時々恥ずかし

がるお子さんとか、なかなかそれが言えないお子さんは特定していらっしゃるんですが、や

はりコロナの影響もあるのかなと思ったりもしますし、人と人との関係を作る意味でも大事

かなと思います。 

先日、男山第三中学校の創立５０周年記念式典で、ちょうど３年生が私の前の席にずらっ

と入ってきたんです。私の前を通ったのは大半が男の子だったんですけれど、みんな一人ず

つあいさつしてくれたので、それがもう定着しているのかな。特に教育施設の中では、あい

さつして当たり前と思っていたものですから、さくら小学校はあいさつする児童が３割と聞

いて、一つ大きな課題ではないかなと感じた次第です。 

他にご質問等はございませんか。 

私も同じですが、今日、さくら小学校の校長先生の話の中で２０代の先生達がすごく多い

と報告を受け、その中でコロナ禍に教員の教育実習等を受けた先生たちが今、教育の現場に

出てきている。だから、以前のような教育課程をフェーズにして教壇に立たれている先生が

いるのも一つの要因になっているのか、コロナの原因なのか、そこに責任を押しつけてはい

けないと思いますが一緒なのかな。あいさつするのが当たり前というところから違うところ

に移っているなと、聞きながら感じた次第です。 

それに伴って６歳と次年度６年生（今現在５年生）の子たち、コロナの時に生まれたり小

学校に入学したりした子たちが、マスク生活の中で一つ一つ上がっていく中でまた違う側面、

その時点であいさつもしなくて当たり前の中で学校生活が始まった１年生が次年度６年生に

なるので、その辺りも踏まえたらさくら小学校の現状がどの小学校にも広がっているんだろ

うなと見て取れたようなところがあるので、本市の教育委員会の中でもその辺はコミュニケ

ーションを取る一つとして、ちょっと力を入れていただけたらなと強く今日学校訪問をして

思いました。 

狩野委員がおっしゃったように、男山第三中学校の創立５０周年記念式典の時は本当に大

きな声であいさつしてくれて、外国籍の子も一緒にいてたんですが３年生ですけど明らかに

大きな声であいさつしてくれました。 

今日、学校訪問で男山中学校の１年生のクラスを回った時に、すごく明るく対応してくれ

る子どもたちがいまして、中に入ってあいさつしていたりすると堂々と質問してくれますし、

「学校は楽しい？」と聞いたら「楽しい！」と大きな声で答えている子がいました。どの子

も否定せず茶化すこともなく、うんうんと頷きながら全員が聞いていました。ちなみに、不

満はない？学校に要求はない？と聞いたら、ありませんという答えでした。それって多分学

校にとって嬉しいことだろうなと思います。どの子も「えー」というようなリアクションが

なかったので、そういうふうに男山中学校は生徒さんが育っているんだろうなと、男山第三

中学校の創立５０周年記念式典を見たうえでの今日だったので、特に思いました。 

それで、さくら小学校のあいさつ問題の時にちょっと危惧しましたので、その辺り教育委

員会で上手く道を作っていただけたらなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

他にご質問等はございませんか。 
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[ 教 育 長 ] 

[ 八頭司委員 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 教 育 長 ] 

[ 狩 野 委 員 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私も同じようなところを非常に共感いたしました。特に、教員の年代が非常に若いところ

をどのように校長先生がマネジメントあるいは育成するために指導しているのか。上手く色

んなところに配慮されてその辺は実践されているようですけれど、私が危惧しておりますの

は免許更新制等がなくなり、それをどのように各学校自体の特性に合わせて指導していくか。

あるいは学校だけではなく、保護者等の対応を上手く円滑に進めて行くか。いかに教員を年

代ごとに合わせて育てていくか、あるいは人事異動をさせながら経験を積ませていくか。こ

の辺りが今課題になっているのではないかと思いました。 

同時に、学校訪問するたびに何度も報告させていただいておりますけれど、先生と子ども

が真正面に教育として立ち会えると言うんでしょうか、そういうふうな状態になっている、

施設面も非常に整ってきている。そうするとやはり学力向上であれ、いろいろなものに計画

的に目標をもって育てていくということの重要さ、教育力あるいは教育委員会の指導力にも

なるかと思いますが、こういうふうなものが益々重要になってきているなと思っております。 

次年度以降についてもいろいろ考えておられるようでありますが、ぜひ校長先生や学校の

指導も含め、新しい教育のスタイルというものをより具体的に現場に提示し、教職員等も育

てていく環境が一歩でも進められるように、ちょっと大きな話をして申し訳ありませんがよ

ろしくお願いしたいと思います。 

前回も言いましたが大阪万博の参加について、さくら小学校は全校でバスで行かれるとい

うことですが、男山中学校は公共交通機関を利用して全校で行かれるということで、バスじ

ゃなく公共交通機関で行くこともあるのか、すごいなという話をしておりました。他の学校

も具体的な計画をされているかと思いますが、生涯なかなか体験できることではありません

ので、ぜひそういう機会を与えていただければありがたいなと思います。 

他にご質問等はございませんか。 

さくら小学校では明日おやこ祭りみたいなものをするそうで、ＰＴＡの活動も段々縮小す

る中、ボランティアを募ってその都度やるのに多くのボランティアの方が来られていると伺

って、みんな親は子どもの安心・安全な場所を作るために協力しようとしてくれているんだ

なと。そういうふうに持っていってくれる学校の先生達もすごい嬉しいなと思いました。 

他の委員さんがおっしゃったように、男山中学校では学校に来るのが楽しいと言っている

子どもたちがたくさんいて、学活みたいな授業を見させていただきましたが、班で話し合っ

て自分たちの役割を決めるのもみんな楽しそうに意見を出し合う姿を見て、すごく素敵だな

と思いました。校長先生が安心・安全な居場所としての教室を作りたいとおっしゃっていた

ので、その通りに段々なってきているんだなと。子どもが楽しく学校に行けたら、保護者も

安心できるだろうなと思いました。 

他にご質問等はございませんか。 

 男山中学校の件はそれぞれの委員がおっしゃってくださったとおり、落ち着いて楽しく学

校生活が送れているのは嬉しかったことです。 

 秋に様々な行事がございましたよね。その中で青少年の主張大会に参加させていただいて、

小学生から高校生まで堂々と自分の思いを話す姿に今年も感動させていただきました。特に

美濃山小学校の６年生がこども目線でしっかりと他所の地域の状況も調べて発表されたの

で、これを市としてしっかりと受け止めてほしいなと思いました。彼なりに外でボール遊び

等をすることが子ども自身の体力の低下、日本を支える子になるために遊べる環境が必要だ

と堂々と話してくれましたし、その通りだなと思いながら聞いていました。公園の使用等に

ついて、公園で遊べなかったらゲーム機に頼るしかない社会に大人が作っているというとこ

ろを、教育の窓口からも広く訴えていくべきだと彼の話を聞きながら思いました。 

 １１月８日京都府内の教育委員の研修会に参加させていただきまして、「学校のデジタル化

を踏まえたこれからの教育の在り方について ～日本型学校教育の実現に向けて～」という

ことで、文科省にも携わってらっしゃって長年マイクロソフトでお仕事をされていた方がご

講演してくださいました。お話を伺う中で、それって幼児教育が大事にしてることだという

のを深く感じた次第です。一人一人が自分の思い・興味を持ったものについて深く学び合う、
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[ 教 育 長 ] 

[ 橋 本 委 員 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 教 育 長 ] 

 

 

どういう知識が大事なのか自分の中で選択して生きていく・これから考えていくというよう

な方向であったかと思います。世界一大人が学ばない国が日本であるとおっしゃいまして、

多くの日本人は勉強していないということを随分強調されたかなと思います。そういう子ど

もを作るのではなく、自分でしっかり学ぶ人はやはり生産性が高いということもおっしゃっ

ていました。学び続けることの大事さ、それは幼児期からスタートしてるんじゃないかなと

つくづく思いましたし、これからＶＵＣＡ（ブーカ）の時代と呼ばれる世の中で今後求めら

れる人材にとって自ら学ぶ、たくさんの情報の中から必要な情報をきちんと選択して使うこ

とができる、そういう人を育てていくことが八幡市の中でも大事にしていかなければならな

いんじゃないかなと思っているところに、学力の経済学を出している中室牧子先生が幼児教

育の質向上により小学時点の学力が上がるという論文を出していらっしゃいます。ざっくり

と見させていただいたんですが、幼児教育の質、ここにはまず冒頭に保育料の引き下げとか

無償化が結局海外でそれがあまりいい結果を及ぼしていないということが出ていまして、私

も幼児教育に携わっておりまして色んな園を訪問させていただくからですけれど、公立園の

人数がどんどん減っている、でも公立園は文科省が出している考え方・幼稚園教育要領に基

づいた教育をしようとしている点で大事な教育をしていると思いますが、それが大人受けす

るような教育の方が無償化になってどんどん広まってきていることもございますし、今幼児

教育の質を上げていく、人材不足もそれに絡めて裾を上げていくことがすごい求められる。

これから益々大切で、いつも申しますがそれを繋げていくことが大事じゃないかなと思いま

す。 

 そこで、先週府の方からさくら幼稚園に訪問させていただきました。幼児期の教育の中で

個別最適・協同的な学びを実践を通して学ばせていただきましたし、矢田総括園長と一緒に

なって先生方みんなが保育について質の高い園内研修を行われたかなと思います。ああいう

ところを小学校の先生に見ていただきたかったなと後で思ったんですが、なかなか保育園・

こども園ではああいう時間をもって職員みんなが研修する、一人の先生の保育を見ながら園

の中で子どもを知ったうえで研修をするということができない時代になってきているかと思

います。ぜひ、八幡市ではこども園も増えてきておりますし、そこらへんの時間の確保、そ

してそれを小学校と共有していく工夫を今後深めていっていただけたらなと思いました。矢

田総括園長も時間のある限り一緒に仲間に入っていただいて、ひしひしとみなさんの熱心さ

に胸を打たれたと思います。 

幼児教育センターもあちこちで立ち上げようとされたり、舞鶴市はぐっと進められて１２

月には文科省の方で報告されたりする研修会がございますし、ぜひたくさんの方に聞いてい

ただいて幼小接続、小学校・中学校にも繋げていく一貫した教育を進めていただくようお願

いしたいところです。 

他にご質問等はございませんか。 

 私も毎回、青少年の主張大会について参加させていただいております。あれは八幡市教育

委員会主催ですよね。でも諸機関、地域色んな方のご協力を得て成り立っているということ

で、特にどういう方が聞きに来ておられるのかなと一番知りたいと思っております。おそら

く学校関係者の方ばかりではないかと思います。先ほど狩野委員からもありましたが、非常

に大きな提言をしています。市長さんにも当然聞いていただきたいような提言になっている

かと思いますので、ぜひ学校関係者の方はもちろん来ていただきたいわけですが、それ以外

の方も来ていただけるように、今後とも色んな工夫をしていただきたいと思います。 

 毎回、最後の締めくくりで次長さんには非常にご苦労いただいているわけです。相当緊張

されてご準備も大変だったかと思いますが、今年もどんなまとめをされるのか期待しており

ました。期待にもれず非常に素晴らしいまとめをしていただき、今後に繋がるような展望を

持ったまとめだったと思います。ご苦労様でした。ありがとうございました。 

他にご質問等はございませんか。ないようでありますので、次に５．配付資料について、

事務局より説明願います。こども未来課。 

５．配付資料 
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[ 山 口 主 幹 ] 

     

[ 教 育 長 ] 

[ 狩 野 委 員 ] 

 

 

[ 教 育 長 ] 

 

 

[ 山 口 主 幹 ] 

 

 

 

[ 教 育 長 ] 

 

 

 

 

 １０月分の定例教育委員会議事録の写しと、広報紙「くすのき」第８３号をお手元にお届

けしております。 

 ご質問等はございませんか。 

 公立幼稚園２歳児プレ保育始めましたと「くすのき」に掲載されていますね。すごく嬉しい

なと思いました。これをさらに市民の方に広めていただいたらと思いますが、配布は小・中学

校にあるんですか。 

 市内全校、就学前施設（幼稚園、保育園、こども園）に配布、市のホームページにも掲載し

ます。 

次回定例教育委員会日程につきまして、事務局から説明願います。こども未来課。 

 次回定例教育委員会の日程でございます。１２月１６日月曜日、午後３時から庁舎４階会

議室４－１で行います。学校訪問につきましては１０時から八幡小学校、１１時３０分から

男山東中学校でございます。よろしくお願いします。 

６．閉 会 

 他に何かご質問等ございますか。それでは、以上をもちまして１１月度の定例教育委員会

を閉会させていただきます。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 









資料 ２　

種目番号 種目名 申込 八幡 市外

1 Ａ：ハーフ高校生・一般男子 561 75 486

2 Ｂ：ハーフ高校生・一般女子 87 9 78

3 Ｃ：10km高校生・一般男子 357 98 259

4 Ｄ：10km高校生・一般女子 89 28 61

5 Ｅ：3km小学3・4年生男子 134 132 2

6 Ｆ：3km小学3・4年生女子 46 46 0

7 Ｇ：3km小学5・6年生男子 131 127 4

8 Ｈ：3km小学5・6年生女子 54 52 2

9 Ｉ：3km中学生男子 67 67 0

10 Ｊ：3km中学生女子 21 19 2

11 Ｋ：3km高校生・一般男子 37 32 5

12 Ｌ：3km高校生・一般女子 15 14 1

13 Ｍ：2km親子ペア 81 74 7

14 Ｎ：2km小学1・2年生男子 63 63 0

15 Ｏ：2km小学1・2年生女子 22 22 0

1,765 858 907

２０２４八幡市民マラソン大会参加状況について

申込人数

合計人数



                               資料 ３ 

議案第 61号 

 

 

 

 

 

 

   八幡市立教育集会所条例の一部を改正する条例案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                令和６年 12月４日提出 

                  八幡市長 川 田 翔 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   八幡市立教育集会所条例の一部を改正する条例 

 八幡市立教育集会所条例（昭和 55年八幡市条例第 26号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第２条中「八幡市立都教育集会所 八幡市下奈良中ノ坪 14 番地の６」を削

る。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（八幡市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

２ 八幡市公の施設の設置及び管理に関する条例（昭和 39 年八幡市条例第 15

号）の一部を次のように改正する。 

  別表教育施設の部八幡市立都教育集会所の項を削る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



説   明   書 

 

八幡市立都教育集会所の廃止に伴い、八幡市立教育集会所条例を改正する必

要があるので、本条例を提案するものです。 

その内容は、都教育集会所を教育集会所から削除しようとするものです。 

また、関連する八幡市公の施設の設置及び管理に関する条例の改正を、附則

で行うことにしています。 

 なお、廃止後の都教育集会所の建物については、道路整備事業により二階堂

区が使用する都集会所の移転が必要となることから、二階堂区に貸与し、区の

集会施設として使用する予定となっています。 

 

 

 



 

八幡市立教育集会所条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正後 改正前 

○八幡市立教育集会所条例 ○八幡市立教育集会所条例 

昭和55年８月１日条例第26号 昭和55年８月１日条例第26号 

改正 改正 

昭和61年４月１日条例第13号 昭和61年４月１日条例第13号 

昭和63年４月１日条例第３号 昭和63年４月１日条例第３号 

平成14年３月29日条例第16号 平成14年３月29日条例第16号 

  

八幡市立教育集会所条例 八幡市立教育集会所条例 

（目的） （目的） 

第１条 この条例は、八幡市立教育集会所（以下「教育集会所」という。）

の設置、管理並びに使用について、必要な事項を定めることを目的とする。 

第１条 この条例は、八幡市立教育集会所（以下「教育集会所」という。）

の設置、管理並びに使用について、必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） （設置） 

第２条 本市に、次のとおり教育集会所を設置する。 第２条 本市に、次のとおり教育集会所を設置する。 

 名称 所在地   名称 所在地  

 八幡市立南ケ丘教育集会所 八幡市八幡軸29番地の４   八幡市立南ケ丘教育集会所 八幡市八幡軸29番地の４  

 八幡市立都教育集会所 八幡市下奈良中ノ坪14番地の６   八幡市立都教育集会所 八幡市下奈良中ノ坪14番地の６  

（事業） （事業） 

第３条 教育集会所は、児童生徒の学力の向上に資するための学習支援活動

の拠点として、次の事業を行う。 

第３条 教育集会所は、児童生徒の学力の向上に資するための学習支援活動

の拠点として、次の事業を行う。 

(１) 学習支援に関すること。 (１) 学習支援に関すること。 

(２) 学習基盤の養成に関すること。 (２) 学習基盤の養成に関すること。 

(３) その他必要な事業 (３) その他必要な事業 

（管理） （管理） 

第４条 教育集会所は、教育委員会が管理する。 第４条 教育集会所は、教育委員会が管理する。 

（職員） （職員） 

第５条 教育集会所に館長及び必要な職員を置く。 第５条 教育集会所に館長及び必要な職員を置く。 



 

改正後 改正前 

（使用） （使用） 

第６条 館長は、事業に支障のない限り、教育集会所の目的に適合するもの

に、建物、設備、その他の物件を使用させることができる。ただし、館長

が適当でないと認めるときは、この限りでない。 

第６条 館長は、事業に支障のない限り、教育集会所の目的に適合するもの

に、建物、設備、その他の物件を使用させることができる。ただし、館長

が適当でないと認めるときは、この限りでない。 

（使用の許可） （使用の許可） 

第７条 教育集会所を使用しようとする者は、館長の許可を受けなければな

らない。 

第７条 教育集会所を使用しようとする者は、館長の許可を受けなければな

らない。 

（損害賠償） （損害賠償） 

第８条 教育集会所を使用する者は、建物、設備その他の物件を破損し、ま

たは滅失したときは、その損害を賠償しなければならない。ただし、館長

が特別の事情があると認めたときは、この限りでない。 

第８条 教育集会所を使用する者は、建物、設備その他の物件を破損し、ま

たは滅失したときは、その損害を賠償しなければならない。ただし、館長

が特別の事情があると認めたときは、この限りでない。 

（運営） （運営） 

第９条 教育集会所の運営を円滑にするため、教育集会所運営委員会を置く。 第９条 教育集会所の運営を円滑にするため、教育集会所運営委員会を置く。 

（委任） （委任） 

第10条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 第10条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 

附 則 附 則 

この条例は、昭和55年９月１日から施行する。 この条例は、昭和55年９月１日から施行する。 

附 則（昭和61年４月１日条例第13号） 附 則（昭和61年４月１日条例第13号） 

この条例は、昭和61年４月１日から施行する。 この条例は、昭和61年４月１日から施行する。 

附 則（昭和63年４月１日条例第３号抄） 附 則（昭和63年４月１日条例第３号抄） 

（施行期日） （施行期日） 

１ この条例は、昭和63年４月１日から施行する。 １ この条例は、昭和63年４月１日から施行する。 

附 則（平成14年３月29日条例第16号） 附 則（平成14年３月29日条例第16号） 

この条例は、平成14年４月１日から施行する。 この条例は、平成14年４月１日から施行する。 

附 則  

この条例は、公布の日から施行する。  

 



 

八幡市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正後 改正前 

○八幡市公の施設の設置及び管理に関する条例 ○八幡市公の施設の設置及び管理に関する条例 

昭和39年３月31日条例第15号 昭和39年３月31日条例第15号 

別表（第３条関係） 別表（第３条関係） 

 区分 名称 所在地 使用料   区分 名称 所在地 使用料  

 教育施

設 

八幡市立八幡

小学校 

八幡市八幡菖蒲池12番地 個別条例に定める

額 

  教育施

設 

八幡市立八幡

小学校 

八幡市八幡菖蒲池12番地 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立くす

のき小学校 

八幡市男山金振９番地 個別条例に定める

額 

  八幡市立くす

のき小学校 

八幡市男山金振９番地 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立さく

ら小学校 

八幡市男山美桜17番地 個別条例に定める

額 

  八幡市立さく

ら小学校 

八幡市男山美桜17番地 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立有都

小学校 

八幡市内里北ノ山31番地 個別条例に定める

額 

  八幡市立有都

小学校 

八幡市内里北ノ山31番地 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立橋本

小学校 

八幡市橋本中ノ池尻15番

地の１ 

個別条例に定める

額 

  八幡市立橋本

小学校 

八幡市橋本中ノ池尻15番

地の１ 

個別条例に定める

額 

 

 八幡市立中央

小学校 

八幡市八幡小松77番地 個別条例に定める

額 

  八幡市立中央

小学校 

八幡市八幡小松77番地 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立南山

小学校 

八幡市八幡南山７番地 個別条例に定める

額 

  八幡市立南山

小学校 

八幡市八幡南山７番地 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立美濃

山小学校 

八幡市欽明台西70番地 個別条例に定める

額 

  八幡市立美濃

山小学校 

八幡市欽明台西70番地 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立男山

中学校 

八幡市八幡柿木垣内18番

地 

個別条例に定める

額 

  八幡市立男山

中学校 

八幡市八幡柿木垣内18番

地 

個別条例に定める

額 

 

 八幡市立男山

第二中学校 

八幡市男山石城３番地 個別条例に定める

額 

  八幡市立男山

第二中学校 

八幡市男山石城３番地 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立男山

第三中学校 

八幡市男山笹谷３番地 個別条例に定める

額 

  八幡市立男山

第三中学校 

八幡市男山笹谷３番地 個別条例に定める

額 

 



 

改正後 改正前 

 八幡市立男山

東中学校 

八幡市内里砂畠１番地の

１ 

個別条例に定める

額 

  八幡市立男山

東中学校 

八幡市内里砂畠１番地の

１ 

個別条例に定める

額 

 

 八幡市立男山

公民館 

八幡市男山八望３番地４ 個別条例に定める

額 

  八幡市立男山

公民館 

八幡市男山八望３番地４ 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立橋本

公民館 

八幡市橋本堂ケ原36番地 個別条例に定める

額 

  八幡市立橋本

公民館 

八幡市橋本堂ケ原36番地 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立志水

公民館 

八幡市八幡岸本35番地の

４ 

個別条例に定める

額 

  八幡市立志水

公民館 

八幡市八幡岸本35番地の

４ 

個別条例に定める

額 

 

 八幡市立山柴

公民館 

八幡市八幡山柴48.49番合

地 

個別条例に定める

額 

  八幡市立山柴

公民館 

八幡市八幡山柴48.49番合

地 

個別条例に定める

額 

 

 八幡市立南ケ

丘教育集会所 

八幡市八幡軸29番地の４ ―   八幡市立南ケ

丘教育集会所 

八幡市八幡軸29番地の４ ―  

 八幡市立都教

育集会所 

八幡市下奈良中ノ坪14番

地の６ 

―   八幡市立都教

育集会所 

八幡市下奈良中ノ坪14番

地の６ 

―  

 八幡市立八幡

市民図書館 

八幡市八幡菖蒲池12番地 ―   八幡市立八幡

市民図書館 

八幡市八幡菖蒲池12番地 ―  

 八幡市立男山

市民図書館 

八幡市男山竹園２番地３ ―   八幡市立男山

市民図書館 

八幡市男山竹園２番地３ ―  

 八幡市立生涯

学習センター 

八幡市男山竹園２番地３ 個別条例に定める

額 

  八幡市立生涯

学習センター 

八幡市男山竹園２番地３ 個別条例に定める

額 

 

 八幡市立ふる

さと学習館 

八幡市八幡東浦５番地 ―   八幡市立ふる

さと学習館 

八幡市八幡東浦５番地 ―  

 八幡市立市民

交流センター 

八幡市八幡名残23番地の

１ 

―   八幡市立市民

交流センター 

八幡市八幡名残23番地の

１ 

―  
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